
（２）大津市幼稚園・こども園教員のキャリアステージにおける身につけたい具体的な資質・能力【教諭】

基本
理念

基本方針

保育における専門的知識・技能
指導・評価の計画
保育内容の理解
教材研究・保育の改善

【基礎的保育指導力】
・幼稚園教育要領の内容を理解し、幼児理解を
踏まえた環境構成や援助等の基礎的な指導力を
身につけることができる。
・各領域のねらいを見通し、幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿をイメージした保育ができ
る。
・幼児理解や保育の振り返りをし、保育の改善
や教材研究に生かすことができる。

【系統立てて保育を捉える力】
・幼稚園教育要領の内容を基に、３歳から５歳
までの発達の連続性を踏まえ、保育内容を着実
に積み上げる保育指導ができる。
【専門的保育指導力】
・専門職として、主体的に研究を行い、教材研
究、保育の改善に取り組むことができる。

【カリキュラム・マネジメント力】
・幼稚園における保育指導の充実や改善のた
め、自園の幼児の実態を継続的に分析し、検
証・改善のサイクルを確立させることできる。
【保育指導技術を共有する力】
・専門職として、主体的に研究を行い、深い幼
児理解に基づいた保育に関する深い理解を基に
した保育改善に取り組むとともに、他の教員へ
の指導や支援ができる。

【カリキュラム・マネジメントを
　　　　　　　　　組織的に進める力】
・幼稚園の特色や幼児の実態を把握し、教育課
程や保育指導の改善に向けた取組を園全体にお
いて推進することができる。
【保育指導技術を継承する力】
・主体的な研究を推進するとともに、次代の教
員を育成すること、専門職としての豊かな知識
や確かな保育指導技術を継承することができ
る。

実践的指導力
主体的・対話的で深い学びの実現
協同性を育む保育
専門性の高い保育指導

【基礎的保育実践力】
・「主体的・対話的で深い学び」の意義を理解
し保育改善に努め、実践できる。

【専門的保育実践力】
・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
て、ステージ研修や園内研修、研究保育に主体
的に取り組み、指導助言を保育改善に生かすこ
とができる。

【保育実践を共有する力】
・幼稚園教育要領における３つの柱を踏まえた
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、
園内研究会・研修を企画運営し、積極的に推進
することができる。

【保育実践を継承する力】
・自らの熟練した指導力の中で実践している
「主体的・対話的で深い学び」を若手に継承す
るなど、園全体で組織的な保育改善に取り組む
よう指導できる。

幼児の理解
個別への理解

個に応じたきめ細かな指導・支援
多様な個性への理解と尊重
自己肯定感

【幼児の実態を見取る力】
・幼児の言動や表情から、思いや考えなどを理
解し、よさや可能性を理解して指導することが
できる。

【個性や特徴を見極めた指導力】
・園生活全体を通して、幼児の発達の実情を的
確に把握し、一人ひとりの個性や発達の課題を
捉えて指導することができる。
　

【個性を尊重し、
　　　　共感的理解に基づいた指導力】
・幼児一人ひとりの状況や背景等を踏まえ、共
感的な理解に基づいた、きめ細やかな指導がで
きる。

【個の尊重、共感的理解に
　　　　　　基づいた指導の推進力】
・幼児一人ひとりの状況や背景等を踏まえ、共
感的な理解に基づき、きめ細やかに指導すると
ともに、他の教員に助言や支援ができる。

豊かな心を育む教育
自己肯定感・自尊感情
人権教育
道徳教育

【高い総合的人間力を備えた教育活動推進力】
・豊かな人権感覚と正しい認識を持ち、幼児の
個性、特性や多様な価値観を尊重した教育活動
を園全体の取組として推進できる。

【総合的人間力を高める職場風土醸成力】
・豊かな人権感覚と正しい認識を持ち、幼児の
個性、特性や多様な価値観を尊重した教育活動
を推進するとともに、総合的人間力を高め合う
職場風土づくりに努めることができる。

社会に対応できる教育推進

社会に開かれた教育課程
産官学民連携
カリキュラム・マネジメント
遊びを中心とした総合的な学び

【社会に開かれた教育課程の
　　　　　理念に基づき実践する力】
・社会に開かれた教育課程の意義を理解し、育
てたい力を明確にしながら実践できる。

【遊びを中心とした
　　　総合的な学びを推進する力】
・社会に開かれた教育課程の理念に基づき、各
領域等の教育内容の関連を捉え、遊びを中心と
した総合的な学びを推進できる。

【社会に開かれた教育課程を
　　　　　　　　編成・改善する力】
・幼児の現状と課題を捉え、社会に開かれた教
育課程をPDCAサイクルによって編成・改善でき
る。

【産官学民と連携・協働した
　　　　カリキュラム・マネジメント力】
・社会に開かれた教育課程を編成するため、必
要な人や物について、地域の外部資源、大学、
民間企業等も活用できる。
【保・幼・こ・小・中連携を推進する力】
・地域全体でつながりのある教育課程を編成
し、保・幼・こ・小・中の連携を図れる。

特別支援教育の充実
個の多様性の尊重
互いを認め合う共生社会の実現

【個の特性や多様性を理解する力】
・特別な支援や配慮を必要とする幼児の特性等
を理解し、多様性を尊重する視点を持って指
導・支援できる。
【認め合う関係づくりを実践する力】
・互いの個性や立場を尊重し、幼児が認め合
い、支え合う関係づくりの実践ができる。

【指導・支援を工夫する力】
・特別な支援や配慮を必要とする幼児の特性等
を理解し、多様性への配慮の視点を持って指
導・支援が工夫できる。
【認め合う関係づくりを充実させる力】
・教職員が連携し、幼児が互いに認め合い、支
え合う関係づくりを充実させることができる。

【指導・支援を効果的に行う力】
・教職員間の共通理解や関係機関との連携のも
と、多様性への配慮の視点を持って、指導・支
援を効果的に行うことができる。
【認め合う関係づくりを推進する力】
・幼児が互いに認め合い、支え合う関係づくり
を園全体の取組として推進できる。

【組織的な指導・支援を推進する力】
・教職員間の共通理解や関係機関との連携を推
進し、指導・支援を組織的・継続的に行うこと
ができる。
【認め合う関係づくりを主導する力】
・幼児が互いに認め合い、支え合う関係づくり
を園全体の取組として主導できる。

ICTおよび情報活用能力
ICTを効果的に活用した保育・園運
営

【記録活用力】
・写真や動画を、多面的な保育の振り返りに活
用できる。

【記録活用・発信力】
・幼児の遊びや実体験とつなげられるよう、二
次情報（映像、図鑑、絵本等）や、情報通信機
器を活用できる。

【効果的記録活用・発信力】
・出欠管理や各種帳票、運営に関わる会計関係
に活用できる。
・天候の変化の情報を的確につかみ、園活動に
生かすことができる。

【広範的記録活用・発信力】
・センシングの知識や技術を身につけるなど、
ICT活用の知識や技術を向上し、幼児の行動観察
から保育環境の工夫ができる。

不登園等の様々な課題を抱えた
子どもへの適切な指導力

教育相談
幼児理解
他機関との連携

【基礎的な教育相談力】
・登園不安等の課題を抱えた幼児一人ひとりの
思いに寄り添い、思いやその背景を読み取ろう
とすることができる。
・一人ひとりの個性を認め、幼児の心に寄り
添った教育相談の意義を理解し、基礎的なスキ
ルを身につけ、実践できる。

【確かな教育相談力】
・登園不安等の課題を丁寧に観察し、情報を把
握し、取り巻く環境や背景を理解しながら支援
できる。
・教職員間で綿密に連携しながら個々の状況を
踏まえ、寄り添った教育相談を行うことができ
る。
・子どもたちが安心して学び、活動できる関係
づくりに努めることができる。

【個別課題に組織的に対応する力】
・関係機関等の専門的な助言を得ながら登園不
安等の課題を抱えた幼児の支援に取り組むこと
ができる。
・園内で適切な見立てを行い、支援方策を検討
するなど、改善の見通しを持ち組織的な取組が
できる。

【個別課題に組織的・計画的に
　　　　　中心となって対応する力】
・登園不安等の課題を抱えた幼児の見立てや支
援方策を、関係機関との連携も踏まえながら組
織の中心となって検討していくことができる。
・児童福祉機関や医療機関等の専門的な機関と
のネットワークを充実させるなど、保護者への
組織的な支援体制を構築することができる。

幼児同士の関係性の課題へ対応
する力

大津市いじめ防止基本方針
未然防止・人権感覚
組織的対応

【基礎的指導・対応力】
・いじめ防止に係る法令や大津市の基本方針、
「大津市の子どもの人権を守るガイドライン」
等を理解し、いじめ等の未然防止、早期発見・
対応を行うことができる。
・「いじめは絶対に許さない」という姿勢や
「いじめは子どもの命に関わること」という認
識を持ち、善悪の判断や相手を思いやる気持ち
を育むための個や集団を指導する基礎的な力を
身につけ、実践できる。
・園の指導方針を理解し、組織的対応を踏まえ
ながら、幼児やその保護者に対して適切な指
導・支援ができる。

【適切な指導・組織対応力】
・善悪の判断や相手を思いやる気持ちを育むた
めのプロアクティブな指導に取り組むことがで
きる。
・「いじめは絶対に許さない」という強い姿勢
を持ち、高い人権感覚とスキルで、適切な指導
ができる。
・幼児や保護者の声を傾聴するスキルを高め、
いじめの原因の解明や心のケアを行うことがで
きる。

【プロアクティブな指導を推進する力】
・いじめ等の指導上の課題未然防止の取組を園
全体で推進したり、課題解決に向け、関係機関
等と連携したりするなどリーダーシップを発揮
することができる。
【適切なリアクティブ指導力】
・幼児や保護者の声を傾聴するスキルを高め、
いじめの原因の解明や心のケアを行うことがで
きる。
・課題を抱える幼児の保護者への適切な支援を
行い、組織的な指導体制を強化することができ
る。

【チームによる支援指導推進力】
・管理職のリーダーシップのもと、教職員間の
連携した取組の核となり、推進することができ
る。
・教職員、他機関等との連携を基に、幼児や保
護者に対する助言および支援を行うことができ
る。

事故防止、危機管理を踏まえた
指導力

防災教育
迅速かつ適切な対応
組織的対応

【緊急事態に適切に対応する力】
・事故等の未然防止、発生に備えた対策、発生
時の適切な対処の重要性を理解し、適切に対応
できる。

【緊急事態に家庭・地域等と
　　　　連携して適切に対応する力】
・事故等の未然防止に努めるとともに、緊急事
態の対処方法について理解し、家庭・地域・関
係機関と連携して迅速かつ適切に対応できる。

【緊急事態に組織的対応がとれる力】
・事故等の未然防止のための対処行動を意識す
るとともに、災害発生等の緊急事態に備えた対
策・発生時の対応・事後の対応について、家
庭・地域・関係機関と連携して幼児の安全を確
保できる。

【幼児の安全を最優先にした組織的対応力】
・安全に対する意識を高く保ち、地域や保護
者、関係機関との連携を図りながら、災害発生
等の緊急事態において、幼児の安全を最優先に
した組織的な対応がとれる。

キャリアステージごとに求めら
れる人材を育成する力

ＯＪＴの推進
若手教員の育成
同僚性の構築

【自ら学び続ける力】
・自主的に学び続ける姿勢を持ち、先輩教職員
のアドバイスに対して謙虚に耳を傾け、自らを
改善できる。

【自己研鑽に励み、指導力を改善する力】
・自主的に学び続ける姿勢を持ち、自らの資質
向上のため、保育公開、教科等領域別研究会へ
の参加等、自己研鑽に励み、指導力を改善でき
る。

【組織的に若手教員の育成を図る力】
・自らの指導力を若手に伝えたり、精通する分
野において担当者を支援したりするだけでな
く、OJT研修を中心に、組織として若手教員の育
成を図れる。

【同僚性を構築する力】
・若手教員の育成を推進する方策を園全体の組
織として運営し、質の高い教職員集団の構築を
図れる。
【幼児教育・保育に関わる
　　　　　人材の育成を推進する力】
・近隣の園と連携した人材育成を推進できる。

園運営への参画
組織マネジメント
教育目標の実現
コミュニケーション力

【園全体の組織力の向上に貢献する力】
・組織の一員として自己の役割を自覚し、園教
育目標の実現に向け、研修等で学んだことを実
践に生かすとともに、他の教員と共有して園全
体の組織力の向上に貢献できる

【学年や園務分掌の中核的な役割を担う力】
・園教育目標の実現に向け、学年や園務分掌に
おいて中核的な役割を積極的に担い、他の教員
と協力して課題解決に向けた取組を進められ
る。

【「チーム幼稚園」の中心的な役割を担う力】
・園教育目標の実現に向けて、「チーム幼稚
園」の中心的な役割を担い、改善を図る視点を
全体で共有しながら実践できる。

【特色ある自律的な園づくりを主導する力】
・園運営上の諸課題の解決に向け、ビジョンづ
くりに参画し、特色ある自律的な園づくりを主
導できる。

特別な配慮や支援を必要とする
幼児への対応

インクルーシブ教育
ユニバーサルデザイン
合理的配慮
他機関との連携

【個々の状況を理解する力】
・障害や発達特性等、幼児の個々の状況や背景
を理解し、受容的・共感的に関わることができ
る。
【ユニバーサルデザインを取り入れる力】
・ユニバーサルデザインの観点から、学級経営
や保育ができる。

【多面的に個を理解する力】
・特別支援教育コーディネーターや発達相談員
等と連携し、一人ひとりの特性や状況を多面的
に捉え、個に応じたきめ細やかな指導・支援を
実践することができる。

【専門性や支援の質を高める力】
・幼児の教育的ニーズに対応できる専門性を高
め、合理的配慮の視点から関係機関と連携し、
基礎的環境整備や支援の質を高めることができ
る。

【支援体制の整備を牽引する力】
・インクルーシブ教育システムの理念を踏ま
え、医療や福祉等の関係機関と連携・協働し、
園内支援体制の整備を牽引できる。

情報を発信する力
教育活動の積極的周知
家庭・地域との連携

【家庭・地域とつながる力】
・家庭、地域とともに幼児を育てていくことの
意義を理解し、礼節を大切に家庭・地域から学
びながら、信頼関係を構築できる

【確かな情報発信力】
・保護者と園生活での現状と課題を共有化する
ため、きめ細かな連携を図ることができる。ま
た、継続的に情報を発信したり、懇談会等で教
育活動の成果や課題について説明したりするこ
とができる。

【組織的に協働する力】
・家庭、地域とともに幼児を育てていくという
視点に立ち、関係機関との効果的な連携や分担
により、課題に対して組織的に協働することが
できる。

【協働体制を構築し、
　　　　　効果的な教育活動を行う力】
・保護者と園等の現状や課題を共有化するた
め、保護者等とのネットワークを組織して協働
する場を企画・運営することができる。
・地域の次代を担う子どもの育ちを支えるた
め、幼児教育のセンター的機能の推進を図り、
地域・関係機関の人々と熟議することができ
る。

家庭教育の充実
家庭との連携・協働
保護者に寄り添った支援

【保護者との信頼関係を構築する力】
・保護者に寄り添い、保護者とともに幼児を育
む意義を理解し、望ましい信頼関係を構築でき
る。

【共有したことを保育に生かす力】
・保護者に寄り添い、きめ細やかな連携を図り
ながら、情報共有したことを保育に生かすこと
ができる。

【家庭教育の重要性を啓発する力】
・保護者に寄り添い、保護者の関わりや家庭教
育力の重要性を啓発することで、効果的な教育
活動ができる。

【他の教員へ助言・支援する力】
・保護者と連携・協働することで効果的な教育
活動を実践するとともに、他の教員への助言や
支援ができる。

地域との連携・協働
居場所づくり
関係機関・団体との連携
コミュニティ・スクール

【地域と情報共有・共通理解する力】
・地域・関係機関とともに幼児を育むことの意
義を理解し、地域・関係機関との適切な情報共
有と共通理解ができる。

【地域力を保育に生かす力】
・地域の特色や地域団体の活動、関係機関につ
いて知り、地域や関係機関と良好な関係を築
き、保育活動に生かすことができる。

【地域と連携し保育の質を高める力】
・地域団体や関係機関と連携・協働することで
教育活動の質を高めることできる。
【居場所づくりを推進する力】
・幼児や保護者が、地域との関わりを通じて活
動できる居場所づくりを推進できる。

【幼児教育のセンター的機能を推進する力】
・幼児教育のセンター的機能の正しい理解を基
に推進を図り、地域・関係機関の人々と幼児の
育ちを支えることがきる。
【他の教員へ助言・支援する力】
・幼児や保護者が、地域との関わりを通じて活
動できる居場所づくりについて、他の教員への
助言や支援ができる。

地域社会づくりを支える人材の
育成

大津市民憲章
湖都大津の自然、歴史や文化

【未来の大津を作る人材を育てる力】
・大津の教員として、幼児が大津の自然、歴史や文化等に触れる機会を充実させるとともに、文化的素養、知的好奇心、感性、郷土への愛着などの豊かな人間性を育成するという強い使命感と責
任感を自覚し、誇りと情熱を持って教育活動に取り組むことができる。

第４期大津市教育振興基本計画
／

大津市教育大綱 資質・能力
　　　　　第Ⅰステージ　　　　　　　　　　　第Ⅱステージ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第Ⅲステージ

　　　　 １年目～３年目　　　　　　　　　　　４年目～　　　　　　　　　　　 主に１６年目～　　　　　　　　　主に２５年目以降
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【総合的人間力・教育力】
・大津市の人権教育に関する正しい知識と理解を備え、豊かな人権感覚を持ち、総合的な人間力
を高めることができる。
・幼児の個性や特性、多様な価値観を尊重した教育活動を行うことができる。
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